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第 40期 決算公告 
2025年６月 26日 

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 

東京海上アセットマネジメント株式会社 

代表取締役社長 長澤 和哉 

第 40 期 貸借対照表 

2025年３月 31日現在 

 

（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

29,053,672 6,351,202

1,643,002 4,569,098

504,626 1,597,903

19,384,558 2,971,194

3,544,046 419,084

3,929,834 176,930

12,841 679,000

34,763 55,624

4,636,386 2,517

646,419 430,032

387,569 18,913

167,868 1

90,981 1,007,074

614,848 7,284

3,795 929,235

410,834 70,555

200,219

3,375,118 7,358,277

45,279 純　資　産　の　部

1,641,087 26,322,588

80,000 2,000,000

85,968 400,000

474,324 400,000

21,230 23,922,588

1,027,229 500,000

23,422,588

23,422,588

9,192

9,192

26,331,781

33,690,058 33,690,058

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金

繰 延 税 金 資 産

繰 越 利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

敷 金

利 益 準 備 金

そ の 他 長 期 差 入 保 証 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

その他の関係会社有価証券

そ の 他 資 本 剰 余 金

長 期 前 払 費 用

利 益 剰 余 金

投 資 有 価 証 券

資 本 金

関 係 会 社 株 式

資 本 剰 余 金

退 職 給 付 引 当 金

ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定

投 資 そ の 他 の 資 産

株 主 資 本

電 話 加 入 権

ソ フ ト ウ エ ア

負 債 合 計

リ ー ス 債 務

そ の 他 の 流 動 負 債

建 物

固 定 負 債

賞 与 引 当 金

無 形 固 定 資 産

器 具 備 品

長 期 未 払 金

リ ー ス 資 産

固 定 資 産

リ ー ス 債 務

預 り 金そ の 他 の 流 動 資 産

前 受 収 益

有 形 固 定 資 産

未 収 収 益 未 払 消 費 税 等

未 収 入 金 未 払 法 人 税 等

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 そ の 他 未 払 金

未 収 委 託 者 報 酬 未 払 費 用

現 金 ・ 預 金 未 払 金

前 払 費 用 未 払 手 数 料

流 動 資 産 流 動 負 債
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第 40 期 損益計算書 

自 2024年４月 １日 

至 2025年３月 31日 

 

 

 

（単位：千円）

科　　　　　目 金　　　　　額

委 託 者 報 酬 15,942,593

運 用 受 託 報 酬 13,704,198

投 資 助 言 報 酬 119,640

そ の 他 営 業 収 益 698,269 30,464,702

23,788,677

6,676,024

受 取 利 息 41,081

受 取 配 当 金 2,222

そ の 他 営 業 外 収 益 15,596 58,900

支 払 利 息 686

為 替 差 損 29,798

そ の 他 営 業 外 費 用 4,633 35,118

6,699,806

関 係 会 社 清 算 益 172,297 172,297

固 定 資 産 除 却 損 14

関 係 会 社 清 算 損 2,236 2,251

6,869,851

1,825,606

230,702 2,056,308

4,813,542

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

営 業 収 益

営 業 費 用 及 び 一 般 管 理 費

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失
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第 40 期 株主資本等変動計算書 

自 2024年４月 １日 

至 2025年３月 31日 

 

 

 

 

  

（単位：千円）

その他利益
剰余金

繰越利益
剰余金

2,000,000 400,000 400,000 500,000 22,396,494

当期変動額

剰余金の配当 △ 3,787,448

当期純利益 4,813,542

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

- - - - 1,026,094

2,000,000 400,000 400,000 500,000 23,422,588

利益剰余金

22,896,494 25,296,494 10,599 10,599 25,307,093

当期変動額

剰余金の配当 △ 3,787,448 △ 3,787,448 △ 3,787,448

当期純利益 4,813,542 4,813,542 4,813,542

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△ 1,406 △ 1,406 △ 1,406

1,026,094 1,026,094 △ 1,406 △ 1,406 1,024,687

23,922,588 26,322,588 9,192 9,192 26,331,781

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

当期変動額合計

当期末残高

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等
合計

利益剰余金
合計

当期首残高

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計株主資本
合計

当期首残高

当期変動額合計

当期末残高

利益剰余金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

株主資本

資本金

資本剰余金
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個 別 注 記 表 

 

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 子会社株式及び関連会社株式並びにその他の関係会社有価証券  

移動平均法による原価法 

② その他有価証券 

ア．市場価格のない株式等以外のもの 

当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

イ．市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法 

 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法を採用しております。ただし、2016 年４月１日以降に取得した建物附属設備

については、定額法を採用しております。また、取得価額が 10万円以上 20万円未満の

少額減価償却資産については、一括償却資産として３年間で均等償却する方法を採用し

ております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内におけ

る利用可能期間（5年）に基づく定額法によっております。 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リースに係る有形固定資産中のリース資産は、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

(3) 引当金の計上基準 

① 賞与引当金 

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額の当期負担額を計上しております。 

② 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づ

き計上しております。 

ア．退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属
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させる方法については給付算定式基準によっております。 

イ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年

度から費用処理しております。 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により費用処理しております。 

 

(4) 収益及び費用の計上基準 

当社は、顧客への投資運用業及び投資助言・代理業に関するサービスから生じる委託者

報酬、運用受託報酬等により収益を獲得しております。これらには成功報酬が含まれる場

合があります。 

① 運用報酬 

投資運用・助言サービスのうち運用資産残高等を基礎として算定される報酬（運用報

酬）については、当該サービスに係る履行義務は日々充足されると判断し、運用期間に

わたり収益として認識しております。確定した報酬は、月次、年 4回、年 2回もしくは

年 1回受け取ります。 

② 成功報酬 

成功報酬は、契約上定められる超過収益の達成等により履行義務を充足し、報酬額及

び支払われることが確定した時点で収益として認識しております。確定した報酬は、履

行義務充足時点から短期間で支払いを受けます。 

 

 

2. 重要な会計上の見積りに関する注記 

当事業年度の計算書類等の作成にあたって行った会計上の見積りが翌事業年度の計算書

類等に重要な影響を及ぼすリスクを識別していないため、注記を省略しております。 

 

 

3. 貸借対照表に関する注記 

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 834,551千円 

 

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 497,029千円 

短期金銭債務 637,622千円 
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4. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

営業収益 1,113,729千円 

営業費用及び一般管理費 1,828,711千円 

営業取引以外の取引による取引高 179,519千円 

 

 

5. 株主資本等変動計算書に関する注記 

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 

 

(2) 剰余金の配当に関する事項 

①  配当金支払額 

2024年６月 26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金総額 3,787,448千円 

(ロ) １株当たり配当額 98,889円 

(ハ) 基準日 2024年３月 31日 

(ニ) 効力発生日 2024年６月 26日 

 

②  基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

2025 年６月 26 日の定時株主総会において、次のとおり配当を提案する予定でありま

す。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金の総額 3,850,796千円 

(ロ) 配当の原資 繰越利益剰余金 

(ハ) １株当たり配当額 100,543円 

(ニ) 基準日 2025年３月 31日 

(ホ) 効力発生日 2025年６月 26日 

 

 

 

（単位：株）

株式の種類
当事業年度期首

の株式数
当事業年度増加

株式数
当事業年度減少

株式数
当事業年度末の

株式数

普通株式 38,300 - - 38,300
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6. 税効果会計に関する注記 

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

  繰延税金資産 

退職給付引当金                  292,894千円 

未払金                               3,308千円 

賞与引当金                              131,675千円 

未払法定福利費                           15,190千円 

未払事業所税                              4,044千円 

未払事業税                               39,392千円 

未払調査費                               99,432千円 

減価償却超過額                               12千円 

繰延資産超過額                         14,842千円 

未払確定拠出年金                          2,352千円 

未収実績連動報酬                         38,200千円 

前払費用                                    562千円 

未払費用                                397,773千円 

  繰延税金資産合計    1,039,682千円 

 

繰延税金負債 

前払費用                 8,221千円 

その他有価証券評価差額金             4,231千円 

繰延税金負債合計                            12,453千円 

  繰延税金資産の純額 1,027,229千円 

 

(2) 法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和 7年法律第 13号）が 2025 年３月 31日に

国会で成立し、2026 年４月 1日以後開始する事業年度より「防衛特別法人税」の課税が

行われることになりました。 

これに伴い、2026 年４月 1日以後開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異

等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債については、法定実効税率を 30.62％から

31.52％に変更して計算しております。 

この変更により、当事業年度の繰延税金資産（繰延税金負債の金額を控除した金額）

が 8,670千円、法人税等調整額が 8,791 千円それぞれ増加し、その他有価証券評価差額

金が 120千円減少しております。 
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（注）当社は、グループ通算制度を適用しているため、法人税及び地方法人税の会計処理ま

たはこれらに関する税効果会計の会計処理および開示については、「グループ通算制

度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42号 

2021年８月 12日）を適用しています。 

 

 

7. 金融商品に関する注記 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

当社の資本は本来の事業目的のために使用することを基本とし、資産の運用に際して

は、資産運用リスクを極力最小限に留めることを基本方針としております。 

② 金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である未収収益は顧客の信用リスクに晒されており、未収委託者報酬は市場

リスクに晒されております。投資有価証券は、主にファンドの自己設定に関連する投資

信託であり、基準価額の変動リスクに晒されております。 

営業債務である未払金は、大半が１年以内の支払期日であり、流動性リスクに晒され

ております。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

ア．信用リスク 

未収収益については、管理部門において取引先ごとに期日及び残高を把握することで、

回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

イ．市場リスク 

未収委託者報酬には、運用資産の悪化から回収できず当社が損失を被るリスクが存在

しますが、過去の回収実績からリスクは僅少であると判断しております。 

投資有価証券については、管理部門において定期的に時価を把握する体制としており

ます。 

ウ．流動性リスク 

当社は、日々資金残高管理を行っており流動性リスクを管理しております。 
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(2) 金融商品の時価等に関する事項 

2025年３月 31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。 

(単位：千円） 

区分 貸借対照表計上額 時価 差額 

投資有価証券 

その他有価証券 

 

45,279 

 

45,279 

 

- 

敷金 474,324 471,310 △3,013 

資産計 519,603 516,589 △3,013 

リース債務（注 3） 89,468 88,245 △1,222 

長期未払金（注 4） 9,317 8,824 △492 

負債計 98,785 97,070 △1,715 

 

（注 1）以下の金融商品については、現金であること、及び短期で決済されるため時価が帳

簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。 

現金・預金 

関係会社短期貸付金 

未収委託者報酬 

未収収益 

未収入金 

預り金 

未払金（１年内返済予定の長期未払金を除く） 

未払費用 

 

（注 2）関係会社株式及びその他の関係会社有価証券については、市場価格のない株式等に

該当することから、時価を注記しておりません。これらの貸借対照表計上額は、そ

れぞれ以下のとおりです。 

関係会社株式 

子会社株式         1,641,087 千円 

その他の関係会社有価証券     80,000千円 

 

（注 3）リース債務については、1年内返済予定のリース債務を含めております。 

 

（注 4）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 
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（注 5）その他有価証券において、種類ごとの取得原価、貸借対照表計上額及びこれらの差

額については、次のとおりであります。 

(単位：千円） 

区分 貸借対照表計上額 取得原価 差額 

①貸借対照表計上額が 

取得原価を超えるもの 

証券投資信託 

33,551 17,453 16,098 

②貸借対照表計上額が 

取得原価を超えないもの 

証券投資信託 

11,727 14,402 △2,674 

合計 45,279 31,855 13,423 

 

（注 6）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額 

（単位：千円） 

 
１年以内 

１年超 

５年以内 

５年超 

10年以内 
10年超 

関係会社短期貸付金 19,384,558 - - - 

投資有価証券 

その他有価証券のう

ち満期があるもの 

866 8,257 8,534 - 

合計 19,385,424 8,257 8,534 - 

 

（注 7）リース債務及び長期未払金の決算日後の返済予定額 

（単位：千円） 

 １年以内 
１年超 

２年以内 

２年超 

３年以内 

３年超 

４年以内 

４年超 

５年以内 
５年超 

リース債務 
（注 3） 18,913 19,247 19,586 19,932 11,789 - 

長期未払金 
（注 4） 2,032 2,032 2,032 2,032 1,185 - 

合計 20,946 21,279 21,619 21,965 12,974 - 

 

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。 

レベル１の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場におい

て形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相

場価格により算定した時価 

レベル２の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプ

ット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 
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レベル３の時価 ： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

① 時価で貸借対照表に計上している金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 

その他有価証券 

 

- 

 

45,279 

 

- 

 

45,279 

資産計 - 45,279 - 45,279 

 

② 時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

 敷金 - 471,310 - 471,310 

資産計 - 471,310 - 471,310 

リース債務 - 88,245 - 88,245 

長期未払金 - 8,824 - 8,824 

負債計 - 97,070 - 97,070 

 

（注 1）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

投資有価証券 

投資信託は基準価額を用いて評価しており、活発な市場における相場価格とはいえな

いことから、レベル２の時価に分類しております。 

敷金 

敷金は、回収可能性を反映した将来キャッシュ・フローを残存期間に対応する国債の

利回り等で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しておりま

す。 

リース債務 

リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合

に想定される利率で割り引いて算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

長期未払金 

長期未払金の時価については、新規に同様の契約を行なった場合に想定される利率で

割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

 

（注 2）リース債務については、1年内返済予定のリース債務を含めております。 

（注 3）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 
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8. 関連当事者との取引に関する注記 

(1) 親会社及び法人主要株主等 

重要な取引はありません。 

 

(2) 子会社及び関連会社等 

 (単位：千円) 

種類 
会社等の 

名称 

議決権等の 

所有(被所 

有)の割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 

Tokio Marine 

 Asset 

Management 

(USA),Ltd. 

直接 100% 

運用及び 

調査の委託 調査費等 

の支払(注 1) 
969,960 未払金 377,132 

役員の兼任 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注 1）取引価格については、市場実勢等を勘案し、交渉の上決定しております。 

 

(3) 兄弟会社等 

(単位：千円) 

種類 
会社等の 

名称 

議決権等の 

所有(被所 

有)の割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

同一の 

親会社を 

もつ会社 

東京海上日動 

火災保険 

株式会社 

なし 

投資信託 

の取扱 

投資信託に係る

事務代行手数料

の支払(注 1) 

1,559,839 
未払 

手数料 
496,183 

役員の 

兼任 

資金の貸付 

(注 2) 
14,166,773 

関係会社 

短期貸付金 
19,384,558 

資金の 

貸付 

資金の貸付 

に係る利息 

受取(注 2) 

39,806 
関係会社 

未収収益 
- 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注 1）取引価格については、市場実勢等を勘案し、交渉の上決定しております。 

（注 2）資金の貸付については、ＣＭＳ(キャッシュ・マネジメント・システム)にかかるも

のであり、適用金利は、市場金利等を勘案して合理的に決定しております。また資

金の貸付に係る取引金額は、当事業年度における平均貸付残高を記載しております。 

（注 3）取引金額には、消費税等を含めておりません。 

 

(4) 役員及び個人主要株主等 

重要な取引はありません。 
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9. １株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額 687,513円 86銭 

１株当たり当期純利益金額 125,679円 97銭 

 

 

10. 重要な後発事象に関する注記 

該当ありません。 

 

11.収益認識に関する注記 

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

（単位：千円） 

 運用報酬 成功報酬 合計 

委託者報酬 15,928,520 14,072 15,942,593 

運用受託報酬 13,578,919 125,279 13,704,198 

投資助言報酬 119,640 - 119,640 

その他営業収益 698,269 - 698,269 

合計 30,325,350 139,352 30,464,702 

 

(2) 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関

係並びに当事業年度末において存在する顧客との契約から当事業年度の末日後に認識す

ると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報 

 

顧客との契約から生じた債権等 

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 7,611,757千円 

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 7,473,880千円 

 

なお、当事業年度の期首及び期末において、顧客との契約から生じた契約資産及び契

約負債はありません。 

 

 

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 


